
































































































































































































































































MABEL‌O’ODONNELL‌ “Open‌ the‌ door-The‌New‌Alice‌ and‌ Jerry‌Books-‌（READING‌
FOUNDATIOH‌SERIES”、1947年、写真９）も、その一つである。男の子と女の子が登場する
物語になっている。
（5）入門期国語教科書改訂の理論的バックボーン
　また、この理論的なバックボーになったのではないかと思われるのがArther‌I‌Gatesの読みの
理論である。筑波大学附属図書館のヘファナン文庫には、A・I・ゲーツの“The‌Improvement‌of‌
Reading”（1947年、写真10）が所蔵されている。また、A・I・ゲーツが編纂した入門期国語教科
書“This‌ is‌Fun”（1945年、写真11）も所蔵されている。仮説の域を出ないが、こうしたアメリカ
の、当時としては最先端の読みの理論、さらには実務で得た実績を背景として、ヘファナン、ヤ
イディ、ストリックランドは、自信を持って、日本で入門期国語教科書の施策を展開していった
写真８　“Tags‌and‌Twincle”‌冒頭 写真９　“Allice‌and‌Jerry”‌冒頭
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ものと思われる。
（6）語句・語彙研究からの示唆
　「日本の入門期国語教科書の第１ページには、なぜこんなに多くの文字があるのか」というの
が、アメリカ側の最大の疑念であったようで、この観点からの指摘は多く見られる。Language‌
Simplification－国語簡素化の視点から、ハルパン、ペルゼルを中心に多くの調査・実験等が報
告されている。その結果、「入門期の読み」としては、「１～２語の繰り返し」を基本とし、内容
は心理学的（児童の身近な経験）に、言葉は言語学的（言語の発達）に改善すること11）が示唆
された。
（7）検定教科書への影響
　これら『まことさんはなこさん』・『いなかのいちにち』・『いさむさんのうち』３冊の入門期国
語教科書の後世に与えた影響は計り知れない。この時期の検定の入門期国語教科書は、いずれも
「金太郎飴」的現象をもたらしたからである。登場人物の男女児童二人（ひろし・はるこなど兄
妹が多い）、短句、その繰り返し、家庭・学校における一日のできごと、挿絵の類似等、どの教
科書か見まごうばかりである。写真12の教科書『こくご入門』（1949年、学校図書）12）、および
写真13の教科書『太郎花子国語の本』巻１「おはよう」（1950年、日本書籍）13）もその一例であ
る。なお後者の『太郎花子国語の本』は、女子が先に出ていて、他の教科書（多くは男子が先）
よりもさらに斬新である。
写真12　こくご入門 写真13　『太郎花子国語の本　おはよう』
写真10　“The‌Improvement‌of‌Reading” 写真11　“This‌is‌Fun”
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　こうして編集・発行された『まことさんはなこさん』『いなかのいちにち』・『いさむさんのう
ち』、これらの入門期国語教科書は、これに続く検定教科書の1年生用国語教科書のモデルとして
の役割を果たし、大きな影響を与えていくことになったのである。その意味でも、これら３冊の
入門期国語教科書は、国語教科書史上、画期的な国語教科書であったと言えよう。
4.　ま　と　め
　こうして、わが国で進められてきた伝統的な言語教育観（「易から難へ」という論理性）だけ
でなく、子どもの学びという心理的な側面から入門期の国語学習を提案するという全く新しい発
想がもたらされた。つまり、小学校一年生と思われる子どもの日常生活（家庭生活・学校生活）
が経験的に、行動的に語られ、その経験的になじみのある活動を通して言葉学習（文字学習）を
進めるというものである。従来の、学習は平易なものから次第に難解なものへ進めるという学習
観ももちろん説得力のある考え方であったが、この学習者の経験優先、環境重視、心理的特性に
基づいた学習観は新たに説得力を持つものであったであろう。その意味で、この受け容れは、言
わば文字学習における革命であった。それまでのカタカナ先習からひらがな先習への移行も、児
童の経験重視、環境優先という考え方に沿って、この時から始まった。その意味でも、この時の
GHQ/CIEと文部省とのやり取りは、もっと注目されなくてはならない歴史的一コマである。文
字学習、ひいては国語教育のあり方を考究する点からも貴重なやり取りであった。歴史的意義と
ともに、今日的意義をも合わせ持つ画期的なできごとであったのである。
　この結果、生み出されたのが、『まことさんはなこさん』、『いなかのいちにち』、『いさむさん
のうち』であった。そして、この後の入門期国語教科書は、これにならって、「としお・よしこ」、
「たろう・はなこ」、「ひろし・はるこ」、「よしお・はるこ」などの兄妹を登場させ、家庭・学校
における一日のできごとを内容とし、言葉を繰り返し用い、音読・動作化を通して文字を習得さ
せるという編纂方法を踏襲することになった。今日に及ぶ入門期国語教科書の編纂方法として、
決定的な影響を与えることになったのである。
5.　お　わ　り　に
　戦後初期の入門期国語教科書のうち、第１冊目の『まことさんはなこさん』については、これ
までも取り上げられてきたことがあった。が、第２冊目の『いなかのいちにち』、第３冊目の
『いさむさんのうち』は、ほとんど取り上げられてこなかった。その意味で、本稿はその糸口を
開くものとなったのではないかと思われる。これらに関する資料が少なかったり、使用の期間や
使用の実態等が明確でなかったりして、これら３冊の教科書が教科書史上、大事な役割を果たし
たであろうことは分かっていても、なかなか取り上げることができなかった。本稿も、報告書を
基盤にしたということもあって、表面的にしか捉えられていない部分もあり、考察に関してはま
だ不十分である。GHQ/CIE文書の分析等、もっと詳細に行うことができればと考えている。
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注
１．‌戦後初期入門期国語教科書に関する先行研究として、筆者のものも含めて、以下のものがある。
　①‌小久保美子『CIEカンファレンス・リポートが語る改革の事実―戦後国語教育の原点―』（2002年８月、
東洋館出版社）
　②坂口京子『戦後新教育における経験主義国語教育の研究』（2009年２月、風間書房）
　③吉田裕久『戦後初期国語教科書史研究』（2001年３月、風間書房）
　④‌吉田裕久「戦後初期における入門期国語教科書の研究―「まことさんはなこさん」を中心に―」、「広島
大学大学院教育学研究科紀要　第２部」第60号（2011年12月）
２．‌篠原利逸は石森延男の部下で、『新しい国語教育の方向』（1949年６月、教育新報社）という編書があ
る。
３．‌猪股辰弥は石森延男の部下で、『入門期の国語教育』（1949年４月、日本図書出版社）という著書があ
る。本書でも、『まことさんはなこさん』の扱い方について触れている。
４．‌石森延男「占領下のころ」、「言語生活」164号（1965年５月、筑摩書房）
５．‌CIE文書、Box‌no.5633
６．‌この辺りの分析・考察については、拙稿１－④を参照。
７．‌国語改革アドバイザーであるハルパンとの国語簡素化に関する会議も頻繁に開かれている。国語教科書
の語彙提出とも関連していて、ハルパンは国語教科書の会議にもオブザーバーとしてたびたび出席して
いる。
８．‌石森延男「敗戦直後の国語教育」、「現代教育科学」99号（1966年２月、明治図書）
９．CIE文書、Box‌No.5630
10．CIE文書、Box‌No.5629
11．CIE文書、Box‌No.5455
12．1948（昭和23）年に検定出願、1949（昭和24）年から使用されている。
13．‌1949（昭和24）年に検定出願、1950（昭和25）年から使用されている。この『太郎花子国語の本』の詳
細については、１－③の拙著を参照。
　本研究は、独立行政法人日本学術振興会科学研究費補助金（研究課題「戦後初期における入門
期国語教科書の改革に関する実証的研究」、課題番号25381201、平成25 ～ 27年度）の報告書を基
に増補・修正したものである。
〔2018.　9.　27　受理〕
コントリビューター：片上　宗二　教授（現代心理学科）
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